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陳 述 書

財団法人化学物質評価研究機構
久留米事業所

経済産業省

の表題 だかプチルベンゼン (被験物質番号 K‐1846)の微生物による分解度試験

験番号 205184

・下の GLP に従って実施したものです。

「新規化学物質等に係る試験を実施する試験施設に関する基準について」 (平成 15年
11月 21日、薬食発第 1121003号、平成 15・11・17製局第 3号、環保企発第 031121004号、

平成20年7月4日最終改正)に規定する「新規化学物質等に係る試験を実施するi湖験施鑓段
に関する基準」
'.OECDP 面 ciplesofGoodLaboratolyPracti 鱒 - ovember26,1997)

こ、本最終報告書は生データを正確に反映しており、試験データが有効であることを確認

2‐oro 年 3 月 ‐2 日
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信頼性保証書

財団法人化学物質評価研究機構
久留米事業所

試験委託者 経済産業省

試験の表題 『の.‘‐プチルベンゼン (被験物質番号 K‐1846)の微生物による分解度試験

試験番号 205184

本最終報告書は、試験の方法、手順が正確に記載され、試験結果は生データを正確に
反映していることを保証します。
なお、監査又は査察の結果については、下記の通り試験責任者及び運営管理者に報告
しました。

監査又は査察内容 監査又は査察日 報告日
(試験責任者及び運営管理者)

試験計画書草案 2009 年 10 月 23 日 2009 年 10 月 26 日
2009 年 10 月 26 日 2009 年 10 月 26 日

試麟計画書お変更 2009 年 11 月 26 日
2009年 11 月 26 日

2009 年 11.月 26 日

2009 年 11 月 26 日
2009 年 12 月 10 日 2009 年 12 月 11 日
2009 年 12 月 24 日
2009年 12 月 25 日

2009 年 12 月 25 日
2009 年 12 月 25 日

2010 年 3 月 1 日 2010 年 3 月 1 日
2010 年 3 月 2 日 2010 年 3 月 2 日

之ofo 年 .3月 ヱ 日

信頼性保証部門責任者 醗 …世狐柵贈駆柳~一戦㈱ー一一　　　　　　　　　
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試資料の保管
(1)被験物質
供試試料を保管用容器に入れ密栓後、品質低下を起こさないで安定に保存しうる期間、

久留米事業所試料保管室に保管する。
(2):生データ、資料等

生データ、試験計画書、試験委託書、その他必要な資料等は最終報告書と共に、試験委託

者から通知を受けるまでの期間、久留米事業所資料保管室に保管する。

試験関係者
試 験 責 任 者 (所属 試験第一課)
試 験 担 当 者 (分解度試験の実施)
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最終報告書の承認
20(0 年 う月 2 日

‐‐′に試 験 責 任 者
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,被験物質

K r1846は、次の名称等を有するものとする。

1 名 称
‘e〆z‐プチルベンゼン

2 構造式等
構 造 式

分 子 式 CIdH14

分 子 量 134.22

CAS 番 号 98‐06-6

供給餅誉、商品名及びロット番号

供 給 者
商 品 名 誇rたBー湖lbe鵬 ne,99%

ロット番号

純 度
被験物質 99.8%

不 純 物 不明成分 0,2%

被験物質は純度 100%として取り扱った。

5 被験物質の確認
被験物質の赤外吸収スペクトルを測定し、独立行政法人産業技術総合研究所の有機化合物
スペクトルデータベースに記載のスペクトルと一致することを確認した @ig.5参照)。

保管条件及び保管条件下での安定性確認
保管条件 冷暗所保管
.安定性確認 実験開始前及び終了後に被験物質の赤外吸収スペクトルを測定した

結果、両スペクトルは一致し、保管条件下で安定であることを確認

・した (Fig,5参照) 。
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StudyNo. 205184 (TestitemK ‐1846 )

Cultivating conditions:

Concentration

Testitem ………………………………… ,…………… .…… , 100(mg 仏 )

Re 免 rence item(aniline) ……………………………… .,, 100(m 以 L)

Activated sludge …………………………………… -- … 30(mgL)

Temperature .… … ………………………………… "… ,,,,.…… ,25 ± l
oC

Duration … … ……… …………………………………………… ,,,28daysQjov,26,2009-Dec,24,2009)

Note:-

Vessel

No.
SampleDescription

BOD(mg)
7thday 14thday 21stday 28thday

[1] S1udge 十testitem 0.4 1,7 3.7 4,6

[2] S1udge 十testitem 3,6 4,5 6.7 7.3

[3] S1udge 十 testitem 3,2 4,3 6,7 7.5

[4] VVater 十 testitem 0,O 0,O 0.4 0.5

[5] Controlbla血 [B] 3,O 5.O 8,2 8.8

[6] S1udge 十 aniline 59,I 76,I 78,6 79.3
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